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重
量
品
輸
送
の
仕
事
内
容

～
運
送
計
画
の
立
案
か
ら

　
　
　
　
現
地
で
の
据
付
業
務
ま
で
～

　
日
通
の
重
機
建
設
事
業
部
が
取
り
扱
う

対
象
は
、
発
電
所
・
変
電
所
な
ど
で
使
用

さ
れ
る
電
気
設
備
、
最
先
端
工
場
に
導
入

さ
れ
る
製
造
装
置
な
ど
。
大
き
さ
で
数
十

メ
ー
ト
ル
級
、
重
量
で
は
単
体
で
１
０
０

ト
ン
級
に
な
る
物
も
あ
る
。
普
通
の
荷
物

を
運
ぶ
の
な
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
る
だ

け
で
済
む
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
い

と
専
用
の
車
両
が
必
要
。
ま
た
、
歩
道
橋
・

信
号
機
等
の
障
害
物
を
避
け
る
た
め
の
事

前
の
ル
ー
ト
計
画
も
重
要
だ
。
重
機
建
設

事
業
部
は
、
そ
ん
な
重
量
品
輸
送
の
プ
ロ

集
団
。
重
量
品
を
現
地
ま
で
運
び
、
据
付

ま
で
を
担
当
し
て
い
る
の
だ
。

　
重
量
品
輸
送
の
依
頼
を
受
け
た
ら
、
ま

ず
は
運
搬
経
路
の
調
査
か
ら
入
る
。
道
路

の
幅
は
十
分
か
、
歩
道
橋
や
信
号
機
な
ど

に
ぶ
つ
け
な
い
か
、
最
短
か
つ
極
力
障
害

物
の
少
な
い
輸
送
ル
ー
ト
を
割
り
出
し
、

依
頼
主
に
説
明
お
よ
び
見
積
も
り
を
提
出
。

受
注
後
は
、
よ
り
詳
細
に
プ
ラ
ン
を
詰
め

て
い
く
。

　
詳
細
な
計
画
を
立
て
る
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、

輸
送
経
路
上
の
交
差
点
お
よ
び
カ
ー
ブ
箇

所
等
の
通
行
可
否
を
判
断
す
る
為
、
車
両

の
軌
跡
検
討
を
行
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
道

路
測
量
を
行
う
。
ま
た
、輸
送
経
路
上
に
橋

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
上
を
車
両
が
通
っ

て
も
大
丈
夫
な
も
の
か
、
強
度
計
算
を
行
う
。

　
そ
う
し
た
調
査
・
計
画
立
案
を
終
え
た

後
、
道
路
管
理
者
や
警
察
署
に
通
行
許
可

申
請
を
行
う
。
さ
ら
に
輸
送
後
の
据
付
場

所
も
事
前
に
調
べ
て
お
く
。
ど
ん
な
手
順
で

重
量
品
の
安
全
輸
送
の
た
め
、

理
系
の
頭
脳
で
綿
密
な
計
画
を

何
十
ト
ン
、
何
百
ト
ン
と
い
っ
た
重
量
品
。
発
電
所
や
工
場
の
建
設
で
必
要
に
な
る
重
量
品
は
、
普

通
の
ト
ラ
ッ
ク
で
は
運
べ
な
い
。
そ
う
し
た
重
量
品
輸
送
は
専
門
家
に
頼
む
必
要
が
あ
る
わ
け
だ

が
、
日
本
で
重
量
品
輸
送
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
探
し
て
み
る
と
、「
引
越
し
は
日
通
」
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
日
本
通
運
株
式
会
社
に
た
ど
り
着
く
。

「
輸
送
」
と
「
理
系
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
な
か
結
び
付
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
重
量
品
輸
送

を
担
当
す
る
日
本
通
運
の
重
機
建
設
事
業
部
の
多
く
の
社
員
が
理
系
出
身
。
理
系
の
頭
脳
は
ど
ん
な

業
務
で
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

高さ数十ｍの風車を運ぶ、“モノ”の道を作る。国内の風力発電施設の70％は日通の仕事です。

日本通運株式会社
重機建設事業部

02

こ
ん

なト
コロに理系部署

!?

日本通運株式会社重機建設事業部
係長（重電）

前 川　裕 道
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